
一
時
金
の
業
績
差

支
給
の
改
善
を

代
議
員
か
ら
「
日
立
本
体

か
ら
切
り
離
さ
れ
た
ル
ネ
サ

ス
社
員
に
対
し
て
日
立
の
部

門
業
績
差
反
映
を
持
ち
込
む

事
は
問
題
で
あ
る
。
12
月
支

給
で
（
半
業
本
）
は
研
究
部

門
と
同
様
の
「
Ⅲ
」
を
適
用

と
な
っ
た
。
ル
ネ
サ
ス
も
同

様
と
す
べ
き
だ
」
と
の
問
い

に
対
し
て
、
「
12
月
は
ル
ネ

サ
ス
の
業
績
を
反
映
す
る
の

は
当
然
で
、
そ
の
方
法
に
つ

い
て
半
導
体
業
種
本
部
で
検

討
す
る
」
と
答
弁
。

日
立
の
処
遇
改
定
と

ル
ネ
サ
ス
関
連
は

代
議
員
か
ら
「
日
立
の
処

遇
制
度
の
改
訂
は
、
ル
ネ
サ

ス
に
一
切
関
係
が
な
い
の
か
。

日
立
労
組
の
討
議
資
料
配
布

し
な
か
っ
た
こ
と
は
問
題
だ
」

と
の
問
い
に
対
し
て
「
基
本

的
に
は
影
響
が
な
い
と
考
え

る
。
職
場
へ
の
未
配
布
は
混

乱
を
さ
け
た
た
め
。
三
菱
電

機
の
処
遇
制
度
大
幅
改
定
は

ル
ネ
サ
ス
の
人
に
も
４
月
か

ら
適
用
さ
れ
る
」
と
答
弁
。

（
二
面
に
続
く
）
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支
部
大
会
で
切
実
な
意
見

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす

（連絡先） 日立武蔵の会
＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男

＊電話・FAX ; 042-394-0937
＊ﾒｰﾙ;hitachikon@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

▼
イ
ラ
ク
特
措
法
が
国国

民
の
反
対
を
押
し
切
り
、、、、、

自
公
に
よ
っ
て
成
立
しし

た
。
日
本
は
戦
争
を
しし

な
い
国
か
ら
戦
争
を
すす

るるるる
国
に
大
き
な
転
換
点
を
迎迎

ええええ
て
い
る
▼
こ
う
し
た
中
、、

「「「「
核
兵
器
も
戦
争
も
な
い
平平

和和和和
な
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
原原

水水水水
禁
世
界
大
会
が
開
か
れ
、、

世世世世
界
各
国
の
老
若
男
女
が
熱熱

いいいい
思
い
を
も
っ
て
参
加
し
てて

いいいい
る
▼
今
年
の
世
界
大
会
のの

ポポポポ
ス
タ
ー
は
、
カ
ザ
フ
ス
タタ

ンンンン
の
イ
ズ
マ
イ
ロ
ワ
さ
ん
がが

描描描描
い
た
ヒ
マ
ワ
リ
で
「
優
しし

ささささ
と
あ
た
た
か
さ
が
伝
わ
っっ

てててて
く
る
」
と
大
好
評
。
イ
ズズ

ママママ
イ
ロ
ワ
さ
ん
は
、
核
実
験験

場場場場
近
く
で
育
ち
重
い
障
害
をを

持持持持
ち
、
今
年
も
世
界
大
会
にに

参参参参
加
し
て
い
る
▼
ヒ
マ
ワ
リリ

とととと
い
え
ば
、
日
本
各
地
で
村村

おおおお
こ
し
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
てて

栽栽栽栽
培
さ
れ
、
兵
庫
県
南
光
町町

でででで
は
１
５
０
万
本
が
咲
き
乱乱

れれれれ
て
い
る
▼
ヒ
マ
ワ
リ
の
花花

ここここ
と
ば
は
「
あ
な
た
は
素
晴晴

らららら
し
い
」
。

集積回路

日
立
労
組
武
蔵
支
部
の
第
34
回
定
期
大
会
が
８
月
１
日
（
金
）
午
後
、
武
蔵
事
業
所
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ル
ネ
サ
ス
が
設
立
さ
れ
た
初
年
度
の
支
部
大
会
と
し
て
職
場
か
ら

切
実
な
声
が
多
く
出
さ
れ
、
そ
の
特
徴
点
を
２
ペ
ー
ジ
に
渡
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

ビビジジネネススマンンがが非非常常にに重重視視ししてていいるる

働きやすさの項目
（1055人からの回答結果）

①有給休暇のとりやすさ 49.0%

②勤務時間の自由度 39.1%

③パソコンの使用環境 35.2%

④勤務地の選択制 34.8%

⑤職種の選択制 34.0%

⑥人事考課結果の伝達 33.7%

⑦人事考課基準の公開 33.6%

⑧人事考課結果への反論・修正の

機会 33.5%

⑨子供の急病時など向け看護休暇 31.8%

⑩人事考課で直接の上司以外の

意見反映 31.7

（（7//23付付「日日経経産産業業新新聞聞」」よよりり））

の
べ
27
名
の
代
議
員
か
ら
44
項
目
出
さ
れ
る



代
議
員
か
ら
「
ル
ネ
サ

ス
幹
部
も
『
会
社
設
立
に

伴
う
膨
大
な
一
時
出
費
が

発
生
す
る
』
と
言
っ
て
お

り
、
初
年
度
の
「
黒
字
化
」

を
性
急
に
す
す
め
る
と
新

た
な
リ
ス
ト
ラ
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
腰
を
落
ち
着
け
た

長
期
の
経
営
対
策
を
望
む
」

「
日
立
Ｈ
＆
Ｌ
は
人
減
ら
し

を
提
案
し
て
い
る
、
雇
用
の

安
定
を
第
一
義
に
取
り
組
ん

で
欲
し
い
」
に
対
し
「
黒
字

化
の
点
は
そ
の
通
り
だ
と
考

え
て
い
る
。
03
年
度
は
リ
ス

ト
ラ
は
し
な
い
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
次
年
度
以
降
の
対

処
が
大
切
。
今
後
は
06
年
度

の
デ
ッ
プ
ま
で
に
コ
ス
ト
競

争
力
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
」

と
答
弁
。

代
議
員
か
ら
「
ル
ネ
サ
ス

労
組
結
成
に
向
か
っ
て
の
具

体
的
日
程
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
」
に
対
し
て
「
現

状
で
は
２
〜
３
年
か
か
る
見

通
し
」
と
答
弁
。

代
議
員
か
ら
「
臨
時
大
会

で
答
弁
さ
れ
た
三
菱
側
の
労

働
条
件
な
ど
の
公
表
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
」
に
対
し

て
「
三
菱
の
公
表
は
、
大
幅

改
定
と
な
る
04
年
４
月
以
降

と
な
る
。
公
表
を
願
う
意
味

は
、
三
菱
と
日
立
の
良
い
と

こ
ろ
を
導
入
す
る
ル
ー
ル
は

無
理
で
、
ど
ち
ら
か
に
合
わ

せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
」

と
の
答
弁
。

他
に
多
数
の
意
見

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
全
額

支
給
、
職
場
安
全
確
保
、
組

合
懇
談
会
実
施
、
労
働
法
制

改
悪
反
対
、
長
時
間
労
働
の

改
善
、
サ
ン
テ
の
存
続
、
短
時

間
勤
務
、
食
堂
モ
ニ
タ
ー
委

員
会
充
実
、
年
金
制
度
改
定
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
取
組
み
、
組

織
内
議
員
、
政
治
団
体
結
成
、

本
社
分
会
結
成
、
闘
争
資
金
、

組
合
予
算
、
等
々
。
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ル
ネ
サ
ス
経
営
は
長
期
対
策
で

映画は篠田監督が永年の構想を練って製
作された３時間の大作である。２．２６事

件を含め、当時の様子が丁寧に描かれてい
るので歴史が良く分かった。
ゾルゲは、ソ連人の血を引くドイツ国籍

の新聞記者。ゾルゲは来日して同じ新聞記
者である尾崎に近づいて行く。当時は、満
州事変から始まって、日本軍が中国を侵略

し戦争が拡大していく時期であった。ゾル
ゲは、戦争がソ連まで広がらないために日
本の情報をソ連に無線で送っていたのであ
る。尾崎は、政府の中心的な人物にも通じ、

得た情報をゾルゲに流していた。二人は反
戦・平和が目的であった。

やがて１９４２年にスパイが発覚し、後
に二人は死刑となる。時代が移り、ソ連・
東ドイツの崩壊が映し出される。事件とは

直接関係がない場面であるが何を訴えたかっ
たのか気持ちが分かる気がした。
今のイラクの情

勢が将来どういう
意味を持つか、映
画とダブって見え
た。（Ｓ）

映画「スパイ・ゾルゲ」を観て

ル
ネ
サ
ス
労
組
へ
の
統
一
見
通
し

労働時間管理の徹底を

代議員より「Ｅワーク勤務制度が正しく運用されて

いるか点検をするとしているが具体的対策は。

ＩＣカード導入での管理を」に対し、「Ｅワークの人

は自分が守ることが前提で、職制も含めて意識

ををつつけけるるここととがが大大切切」」とと答答弁弁。。



厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
解
消
対
策

指
針
」
の
要
旨
を
紹
介
し
、

実
行
あ
る
労
使
の
制
度
の
実

施
を
望
み
ま
す
。

厚
生
労
働
省
指
針

「
労
使
が
取
り
組
む

べ
き
事
項
」

（
１
）
労
働
時
間
適
正
把

握
基
準
の
遵
守

使
用
者
は
賃
金
不
払
残
業

を
起
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
労
働
時
間
適

正
把
握
基
準
を
遵
守
す
る
。

ま
た
、
労
働
組
合
も
、
労

働
者
に
対
し
て
労
働
時
間
適

正
把
握
基
準
の
周
知
を
行
う
。

（
２
）職
場
風
土
の
改
革

賃
金
不
払
残
業
が
存
在
す

る
こ
と
を
や
む
を
得
な
い
と
の

労
使
双
方
の
認
識
（
職
場
風
土
）

を
な
く
し
て
い
く
取
組
み
を
行

う
。

①
経
営
ト
ッ
プ
自
ら
に
よ
る
決

意
表
明
や
社
内
巡
視
等
に
よ
る

実
態
の
把
握

②
労
使
合
意
に
よ
る
賃
金
不
払

残
業
撲
滅
の
宣
言

③
企
業
内
又
は
労
働
組
合
内
で

の
教
育

（
３
）
適
正
に
労
働
時
間
の

管
理
を
行
う
た
め
に
シ
ス

テ
ム
の
整
備

①
適
正
に
労
働
時
間
の
管
理
を

行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
確
立

・
出
退
勤
時
刻
や
入
退
室
時
刻

の
記
録
、
事
業
場
内
の
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
記

録
等
、
あ
る
い
は
社
内
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
等
に
よ
り
賃
金
不
払

残
業
の
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、

関
係
者
が
行
う
べ
き
事
項
や
手

順
等
を
具
体
的
に
示
し
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
等
に
よ
り
、
「
労

働
時
間
適
正
把
握
基
準
」
に
従
っ

て
労
働
時
間
を
適
正
に
把
握
す

る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
。

・
特
に
、
始
業
及
び
終
業
時

刻
の
確
認
及
び
記
録
は
使
用

者
自
ら
の
現
認
又
は
タ
イ
ム

カ
ー
ド
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
の

客
観
的
な
記
録
に
よ
る
こ
と

が
原
則
で
あ
っ
て
、
自
己
申

告
制
に
よ
る
の
は
や
む
を
得

な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
。

②
労
働
時
間
の
管
理
の
た
め
の
制

度
等
の
見
直
し
の
検
討

・
賃
金
不
払
残
業
の
存
在
を
前

提
と
す
る
業
務
遂
行
が
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
業

務
体
制
や
業
務
指
示
の
在
り
方

に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
見
直
し
を

行
う
。

・
労
使
委
員
会
に
お
い
て
、
勤

務
実
態
や
問
題
点
を
具
体
的
に

把
握
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え

ら
れ
る
。

③
賃
金
不
払
残
業
の
是
正
と
い

う
観
点
を
考
慮
し
た
人
事
考
課

の
実
施

・
賃
金
不
払
残
業
の
是
正
と
い

う
観
点
を
考
慮
し
た
人
事
考
課

の
実
施
（
賃
金
不
払
残
業
を
行
っ

た
労
働
者
も
、
こ
れ
を
許
し
た

現
場
責
任
者
も
評
価
し
な
い
）

等
、
現
場
レ
ベ
ル
で
も
徹
底
す

る
。

（
４
）
労
働
時
間
を
適
正
に

把
握
す
る
た
め
の
責
任
体

制
の
明
確
化
と
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
整
備

①
各
事
業
場
ご
と
に
労
働
時
間

の
管
理
の
責
任
者
を
明
確
に
し

て
お
く
。
特
に
、
賃
金
不
払
残

業
が
現
に
行
わ
れ
、
又
は
過
去

に
行
わ
れ
て
い
た
事
業
場
に
つ

い
て
は
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

行
う
な
ど
厳
正
に
労
働
時
間
を

把
握
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
確

立
す
る
。

②
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
等
に

よ
り
実
態
を
積
極
的
に
把
握
す

る
体
制
を
確
立
す
る
。
企
業
ト
ッ

プ
が
投
書
箱
（
目
安
箱
）
や
専

用
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
設

け
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

③
労
働
組
合
に
お
い
て
も
、
相
談

窓
口
の
設
置
等
を
行
う
。
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サ
ー
ビ
ス
残
業
解
消
対
策
指
針

暑
中
見
舞
い
が
な
か
な
か

書
け
ま
せ
ん

--
--

（
大
人
）

こ
の
天
気
じ
ゃ
な
か
な
か

プ
ー
ル
に
入
れ
ま
せ
ん---

-

（子
供
）

ち
ょ
う
ど
よ
い
気
温
で
助
か
っ
て
い
ま

す--
--

（東
電
） 休

憩
室

「
厚
生
労
働
省
の
指
針
に
関
し
て
は
、
武
蔵
支
部
で

も
把
握
し
て
お
り
時
間
外
労
使
委
員
会
の
中
で
会

社
と
実
行
状
況
の
確
認
を
行
な
っ
て
い
く
」
と
７
月
11

日
の
評
議
員
会
で
答
弁
を
し
て
い
ま
す
。



定
時
退
勤
日
の

残
業
者
に
ビ
ッ
ク
リ

わ
た
し
は
、
水
曜
日
で
労

使
協
定
の
定
時
退
勤
日
で
は

あ
る
が
、
仕
事
が
忙
し
か
っ

た
た
め
に
や
む
な
く
残
業
を

し
ま
し
た
。

毎
日
残
業
を
し
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
の
人
達
は
、
水
曜
日

く
ら
い
は
早
く
帰
る
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
現

場
に
入
っ
て
い
る
若
い
ス
タ
ッ

フ
は
な
か
な
か
帰
え
れ
そ
う

に
あ
り
ま
せ
ん
。

７
時
で
帰
る
ま
え
に
事
務

所
に
よ
る
と
、
１
／
４
く
ら

い
の
人
達
が
ま
だ
机
に
む
か
っ

て
帰
る
様
子
も
な
く
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。

裁
量
勤
務
手
当
は
30
時
間

分
し
か
付
か
な
い
が
そ
れ
を

超
え
た
分
は
申
請
で
き
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
た
ま
に

は
早
く
帰
っ
て
家
族
と
人
間

ら
し
く
ゆ
と
り
あ
る
生
活
が

で
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ひ
と
ご
と
な
が
ら
、
心
痛
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
Ｍ
子

処
遇
制
度
改
定
、

ル
ネ
サ
ス
ど
う
な
る

今
回
、
日
立
に
導
入
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
処
遇
制
度

の
改
定
は
、
ル
ネ
サ
ス
に
は

適
用
さ
れ
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
ル
ネ
サ

ス
独
自
の
労
働
条
件
を
決
め

る
に
し
て
も
、
同
様
の
提
案

が
な
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
今
の
う
ち
か
ら
皆
で

内
容
を
知
り
、
問
題
点
を
話

し
合
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

（
Ｉ
）

通
信
教
育
講
座
、

職
場
の
反
応
は

会
社
か
ら
通
信
教
育
講
座

の
案
内
が
来
ま
し
た
。
職
場

の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

・
あ
ま
り
興
味
の
あ
る
講
座

が
な
い
わ
。

・
こ
れ
か
ら
勤
め
続
け
よ
う

と
す
る
人
は
大
変
そ
う
。

自
己
負
担
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
し
な
が
ら
成
果
を
出
さ

な
け
れ
ば
評
価
さ
れ
そ
う

に
な
い
か
ら
。

・
仕
事
で
疲
れ
て
い
る
の
に

自
分
の
時
間
も
仕
事
の
勉

強
に
も
っ
と
使
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

・
勤
務
時
間
内
に
教
育
を
受

け
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
良

い
の
に
。

（
Ｋ
）

職
場
だ
よ
り
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絵
手
紙
で
ご
挨
拶

編
集
後
記

日
立
の
処
遇
制
度
の
改改

定定定定定
案
が
掲
載
さ
れ
た
「
労労

働働働働働
日
立
」
が
ル
ネ
サ
ス
にに

移移移移移
籍
し
た
組
合
員
に
配
布布

さささささ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

直
接
関
係
が
な
い
と
のの

事事事事事
で
す
が
、
情
報
だ
け
はは

ししししし
っ
か
り
と
掌
握
し
な
いい

ととととと
自
分
た
ち
の
処
遇
制
度度

改改改改改
定
の
時
に
困
っ
て
し
まま

いいいいい
ま
す
。

（
Ｔ
）

最終退室での注意事項

私が勤めている事業所はそれぞれ
のフロアに分けられていて、セキュ
リティカードを通して入退室管理が
されています。各フロアごとに最終
退室者が施錠をし、ビル管理側へ管
理をゆだねることになっています。
さて、私が残業を終えて別フロア

にある更衣室に向かおうとしたとこ
ろ、「あれ？鍵が開かない！」そう
です、すでにそのフロアの最終退室
者が施錠をして帰宅していたのでし
た。今では帰りが遅くなりそうにな
ると、先に荷物を自席に持ってくる
ようにしています。 （Ｚ）


